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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期

第１四半期連結
累計期間

第47期
第１四半期連結
累計期間

第46期

会計期間
自　平成24年２月１日
至　平成24年４月30日

自　平成25年２月１日
至　平成25年４月30日

自　平成24年２月１日
至　平成25年１月31日

売上高  　　　  　　　　　　 （千円） 615,126 626,986 2,320,925

経常利益　　　　　　    　　　(千円） 13,381 5,525 △1,431

四半期（当期）純利益   　　　（千円） 12,570 3,408 8,783

四半期包括利益又は包括利益　 （千円） 14,702　 6,192　 12,149　

純資産額　　　　　　　       （千円） 1,427,225 1,421,336 1,424,628

総資産額　　　　　　         （千円） 1,952,845 2,015,945 1,919,652

１株当たり四半期（当期）

純利益金額　　　　　　　　　  （円）　
3.35 0.91 2.34

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額　    （円）
－ － －

自己資本比率　　　　　        （％） 73.1 70.5 74.2

　　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

  ３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

 

２【事業の内容】

　　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについても重要な変更はありません。　

　　

２【経営上の重要な契約等】

    　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結累計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

（1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年末の政権交代に伴う新たな経済政策への期待感から円安

・株高が進み、日本企業の雇用環境や個人消費にもやや明るい兆しが見られるようになりました。

  宝飾業界におきましても、一部高額品については景況回復の兆しが見られましたが、市場全体への効果は限定的

なものに留まり、引き続き厳しい経営環境が続いております。

このような経済情勢のもと、当社はジュエリーパーツ事業において定番商品の安定した受注獲得などにより堅調

に推移し、営業利益、四半期純利益ともに黒字を確保することができました。

  以上により、当第１四半期連結累計期間における当社の業績は、売上高が626百万円（前年同四半期比1.9％増）、

経常利益５百万円（前年同四半期比58.7％減）、四半期純利益は３百万円（前年同四半期比72.9％減）となりまし

た。

（2）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計期間年度末と比べ96百万円増の2,015百万円となりました。

主な変動は、現金及び預金の増加76百万円等によるものです。

　当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計期間年度末と比べ99百万円増の594百万円となりました。主な

変動は短期借入金の増加90百万円等によるものです。

　当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計期間年度末と比べ３百万円減の1,421百万円となりました。

主な変動は、利益剰余金の減少５百万円等によるものです。　

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 13,000,000

計 13,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年４月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年６月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,960,000 3,960,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

権利内容に何

ら限定のない

当社における

標準となる株

式であり、単元

株式数は1,000

株であります。

計 3,960,000 3,960,000 － －

　　

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 　　　　　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高　　（千
株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成25年２月１日～

平成25年４月30日 
－ 3,960 － 602,150 － 509,290

 

（６）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、 

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年１月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

　

①【発行済株式】

 平成25年１月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 212,000 －

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

完全議決権株式（その他） 普通株式  3,735,000 3,735 同上

単元未満株式 普通株式  　 13,000 － 同上

発行済株式総数 3,960,000 － －

総株主の議決権 － 3,735 －

 

 

②【自己株式等】

 平成25年１月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社光彩工芸
山梨県甲斐市

竜地3049番地
212,000 － 212,000 5.35

計 － 212,000 － 212,000 5.35

　 

  

２【役員の状況】

　  前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。　

　

EDINET提出書類

株式会社光彩工芸(E02439)

四半期報告書

 5/15



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年２月１日から平成

25年４月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年２月１日から平成25年４月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年１月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 441,204 517,856

受取手形及び売掛金 354,596 364,390

たな卸資産 650,293 658,790

その他 5,074 8,417

貸倒引当金 △348 △364

流動資産合計 1,450,820 1,549,091

固定資産

有形固定資産 345,914 340,016

無形固定資産 3,483 3,646

投資その他の資産 107,682 111,953

固定資産合計 457,080 455,616

繰延資産 11,752 11,237

資産合計 1,919,652 2,015,945

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 38,613 26,165

短期借入金 230,000 320,000

1年内返済予定の長期借入金 30,024 30,024

未払法人税等 6,970 2,972

引当金 － 5,727

その他 62,393 88,157

流動負債合計 368,001 473,046

固定負債

長期借入金 70,742 63,236

退職給付引当金 29,380 30,370

役員退職慰労引当金 21,475 21,900

その他 5,426 6,056

固定負債合計 127,023 121,562

負債合計 495,024 594,609
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年１月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年４月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 602,150 602,150

資本剰余金 509,290 509,290

利益剰余金 338,310 332,349

自己株式 △29,987 △30,102

株主資本合計 1,419,763 1,413,687

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,335 3,659

為替換算調整勘定 2,529 3,989

その他の包括利益累計額合計 4,865 7,648

純資産合計 1,424,628 1,421,336

負債純資産合計 1,919,652 2,015,945
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年２月１日
　至　平成24年４月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年２月１日
　至　平成25年４月30日)

売上高 615,126 626,986

売上原価 514,151 535,570

売上総利益 100,974 91,416

販売費及び一般管理費 87,064 89,487

営業利益 13,909 1,929

営業外収益

為替差益 － 3,814

その他 548 574

営業外収益合計 548 4,389

営業外費用

支払利息 859 791

その他 217 1

営業外費用合計 1,077 793

経常利益 13,381 5,525

税金等調整前四半期純利益 13,381 5,525

法人税等 810 2,117

少数株主損益調整前四半期純利益 12,570 3,408

四半期純利益 12,570 3,408
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年２月１日
　至　平成24年４月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年２月１日
　至　平成25年４月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 12,570 3,408

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 634 1,324

為替換算調整勘定 1,497 1,459

その他の包括利益合計 2,131 2,783

四半期包括利益 14,702 6,192

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 14,702 6,192

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。　

　　

　

【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年２月１日
至　平成25年４月30日）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）　

　当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産

については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。　

　なお、この変更による損益への影響は軽微であります。

　

　　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

      該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　該当事項はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

　　　　該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累

計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。

　

  
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年２月１日
至  平成24年４月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年２月１日
至  平成25年４月30日）

減価償却費 6,701千円 7,257千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年２月１日　至　平成24年４月30日）

配当に関する事項

 　　配当金支払額
 

 決議
 

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年４月24日

定時株主総会
普通株式 9,369 2.5平成24年１月31日平成24年４月25日利益剰余金

　　　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年２月１日　至　平成25年４月30日）

配当に関する事項

 　　配当金支払額
 

 決議
 

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年４月24日

定時株主総会
普通株式 9,369 2.5平成25年１月31日平成25年４月25日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年２月１日 至平成24年４月30日）　

　当社は、「ジュエリー事業」の単一セグメントであるため、その他のセグメント情報の記載を省略しておりま

す。

　　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年２月１日 至平成25年４月30日）　

　当社は、「ジュエリー事業」の単一セグメントであるため、その他のセグメント情報の記載を省略しておりま

す。

　　

（企業結合等関係）

該当事項はありません。　

　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年２月１日
至　平成24年４月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年２月１日
至　平成25年４月30日）

　  １株当たり四半期純利益金額 3円35銭 0円91銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 12,570 3,408

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 12,570 3,408

普通株式の期中平均株式数（株） 3,747,876 3,747,409

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

　

　

　

　

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年６月10日

株式会社光彩工芸

取締役会　御中

優成監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　健文　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中田　　啓　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社光彩工芸

の平成25年２月１日から平成26年１月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年２月１日から平成

25年４月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年２月１日から平成25年４月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社光彩工芸及び連結子会社の平成25年４月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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